





































                                            
























































































































  直面する事柄の中で、「技術的な課題」であるもの 
  直面する事柄の中で、「適応を要する課題」であるもの 
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  直面する事柄の中で、それを１回するために１万円以上のかかるもの。 
 他者の協力が欲しい若しくは、他者と一緒にしなければならないもの。 
 それが自分一人でしかできない、又は一人でやりたいと思うもの。 
  「  」をつけた事柄で、特定の（特別な）人と一緒にすること。 
  今のままの状態を放置していても、あまり問題がないと思われるもの。 
  今のままの状態が続いていくと、重大な問題を引き起こすと思うもの。 
 特に秘密さが求められるもの。 
  実際に取り組む前に、何らかの計画・手続き（例：予約や会議）があるもの。 
  実際に取り組む場合、何らかのリスク（冒険）・困難が伴うもの。 
  今、すぐにでもできると思うもの。 
 ５年後にはこの課題は、解決していると思うもの。 































































































































































































































































  行動結果への期待 



















        行動を規定する結果予期と効果予期の組み合わせ   
           結果予期と効力予期の組み合わせによって行動が規定される 













① 成功体験（遂行行動の達成）  
 目標を持って参加（成功）する体験から達成感を持つこと。 
② 他者の行動観察（モデリング） 























































































































































































  ここでは、職場の Off-JT などで行った場合では、数名のグループになって実施する場合に
ついて説明していきます。また、１人で行う場合には、個人作業のみを行うとよいでしょう。 






























Ｂ 印（☆）をつけた言葉の順位と、印（レ）をつけた言葉の順位を つけてください。 
 愛情  家庭をもつ  仕事の安定性  仕事の質 
 安全  オープンな  効果的な  協力する 
 満たされた  落ち着き  効率的な  権威・権力 
 省エネ意識  お金・富  得ること  経済的安定 
 人間力  コミュニティ  スピーディ  困難な課題 
 礼儀  参加  場所  評判・名誉 
 決断力  時間的自由  誠実さ・堅実さ  手際の良さ 
 忠実さ  自己の尊重  準備性  意味あること 
 道徳的に  公共性・公平性  成長する  責任ある 
 平和的に  民主的な  活動的な  ひとりで 
 自然体  ボランティア  専門的な  人間関係の質 
 内的調和  人助け・貢献  自己効力感  社会的地位 
 親密な関係  お互いさま  創造性  達成感 
 純粋さ  他者とともに  卓越性  緊張感 
 正直さ  配慮ある  洞察力・思慮深さ  チャレンジ精神
 プライバシー  秩序ある  多様性・汎用性  昇進・昇格 
 芸術的な  知識・教養  有効性  他者からの承認
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本稿のエクササイズは、組織開発や人材育成に関わる教育担当者と「ラボラトリー方式の体験学習（以
下、体験学習）」を活用する学習者を想定したものです。その進め方、学習内容を補完する小講義を掲載
し、実際の学習機会に活用する教材として作成しています。しかし、紙幅の都合もあって、簡潔に編集
しています。特に、学習目的に応じてそれらを補完する小講義は、関連する全てをここで掲載できない
ことから、紹介するに留めました。また、第２章、及び第４章のエクササイズは、本稿のタイトルが示
すとおり「自己検討教材」として作成したもので、「ある特定の部分」を取り上げているものです。した
がって、対象を他者に向けてしまう懸念から脱却する「取り組み」を想定したエクササイズなどは、筆
者宛に問い合わせいただくか、本年9月公刊予定の編著書を別途参考願いたいと思います。職場のOFF-JT
など機会を設けて、自分や他者と”むきあう”より多くの学習機会をもつこと、働きやすい職場づくり
に歩んでいく取り組みの中で活用してほしいと思います。
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